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力試験：Objective Structured Clinical 
Examination）やCBT（実習に必要な知識に関
するテスト：Computer Based Learning）を
導入し、３年次は、実習へ送り出す前のゲー
トキーピングを行っている。X看護福祉大学
では、実習前にプレ試験を行うことを通し
て、１年次での教育や２年次での教育の位置
付けを明確にしている。たとえば、「どのよ
うな実習をさせたいか」という問いに対して
は抽象的な回答を招きやすいが、「実習前の
OSCEやCBTに合格するためにはどのような
学習がよいか」という問いであれば、求めら
れる回答が具体的になり、回答しやすくな
る。教えるべきことも明確になるであろう。
　以上のヒアリングからは、「どのように教
育すれば、学生は適切な実習記録を書けるよ
うになるか」という問題については、初年次
教育だけが引き受けるべき問題ではないとい
うことになる。なぜならば、「記録が書けな
い」ということは、「文章を書けない」とい
うライティング・スキルの問題だけでなく、
「観察ができない」「問題を焦点化できな
い」という思考スキルにも深く関係するから
である。
　この点について、ヒアリング協力者は「実
習後の指導で行うべきことかもしれない」と
　さらにユニークなのは、「看護福祉入門ゼ
ミ」（半期・必修）である。このゼミナール
は、看護と福祉に共通する話題である「生・
老・病・死」といったトピックスを、看護系
学生と福祉系学生が混合で受講するという特
徴がある。
　次に、X看護福祉大学における初年次教育
ゼミナールの各目標について、どのような設
定がなされているかをみてみる。同大学にお
ける「初年次ゼミ」の主な目標としては「各
授業で課せられるレポートを書けるようにな
ること」であり、テキストとしては野内
（2010）や許（2010）が採用されている。
　「社会福祉入門ゼミ」では、「社会福祉っ
てこんなに面白いんだ」と思わせるような
「社会福祉についての興味」を引き出すこと
に主眼をおいている。特定の文献は使用せ
ず、「福祉を必要としている人はどのような
人か考えてみよう」、「自分の福祉職のキャ
リアについて考えてみよう」というテーマで
学生にディスカッションをさせ、レポートに
まとめさせる。ほかには、新聞やテレビで話
題になるような時事的問題などに即して調
べ、まとめ、発表させるという学習活動が行
われている。「社会福祉」の入門とはいえ、
実習日誌の書き方や観察の仕方といったテク
ニックが教授されたり、社会福祉の知識を教
授するような目標が設定されたりしているわ
けではない。実習指導のプログラムまでには
内容面において隔たりが認められ、いわゆる
「実習のための教育」とは明確に区別されて
いる。
　「看護福祉入門ゼミ」では、両学科の混合
グループをつくり、授業ごとに設定される
テーマごとにレポートを課すという学習活動
科目名
初年次ゼミ
社会福祉入門ゼミ
看護福祉入門ゼミ
単位数
２
２
２
担当教員のカテゴリー
教養系教員
福祉系教員
看護・福祉系教員
開講期間
１年前期
１年前期
１年後期
必修・選択
選択
必修
必修
表２　X看護福祉大学における初年次教育ゼミナール
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　教養系学科のカリキュラムには、基礎的ス
キルの涵養を目指す初年次科目として「入門
ゼミⅠ・Ⅱ」が設置されている。Y総合大学
のホームページに公開されているシラバスを
参考に、当該科目のテーマと到達目標をまと
めると以下のようになる(Ⅰ・Ⅱ共通)。
　①　文献読解、他者の主張の把握理解、疑
　　問等の調査法、レポートの書き方、ディ
　　スカッション・プレゼンテーションの方
　　法等、大学で学ぶための基本的学習スキ
　　ルの習得
　②　大学生として身につけておくべき基礎
　　的知識の習得
　すなわち、「入門ゼミⅠ・Ⅱ」は、根拠に
基づき論理的に考え、その内容を記述もしく
は口頭で発表できるようにすることを目標と
した科目として位置付けられているのであ
る。具体的には、レポートの書き方指導、漢
字テスト、時事問題テスト、数理テスト、新
聞記事や映像資料の内容紹介やブックレ
ビュー、グループディスカッション、社会科
学関連事象のデータの読み込み、学外講師に
よる講演会等を経て、最終的には自分の関心
のある分野について調査・分析・考察し、そ
れらをまとめプレゼンテーションする流れと
なっている。
　採用されている教材は、学科の特性に合わ
せて現代社会事象と関わるテーマ・内容のも
のが選定されており、この科目での学習を通
じて当該学科ならびに当該学科の学びについ
て理解が進むよう配慮されている。そのねら
いが、読む・書く・話す等国語力の向上と思
考力の強化を通じて達成されるよう構成され
ている点が、「入門ゼミⅠ・Ⅱ」の特徴とい
える。
　また、これら二つの科目とは別に、教養系
学科のカリキュラムには日本語力養成を目指
す科目が潤沢に用意されている。具体的に
は、「文章表現基礎」「日本語話し方基礎」
「文章表現応用」「日本語話し方応用」「実
述べていた。協力者は、20年以上も福祉現場
で実習生の指導員として働いた経験を有して
おり、「現場の指導者」と「大学での教育
者」の双方の視点を持ち合わせている。福祉
現場にいたころは「実習生はなぜこんなに実
習日誌が書けないのか」と思っていたけれど
も、大学で学生を指導するようになって納得
がいった、とのことであった。すなわち、初
めて福祉の現場に入る学生に、的確な実習日
誌を書くことを求めること自体が誤っている
というのである。観察したり、問題を焦点化
したりするためには多様な訓練が必要であ
り、実習はそのためにある。実習生に的確な
日誌を書くことを求めることは、「泳げない
者に『泳げ』と言うに等しい」と。
　ヒアリング協力者が初年次教育で大切だと
認識していることを要約するならば、「実習
に関するあらゆる知識をできるかぎり詰め込
むこと」であった。この意味において、どの
ような文献を読ませるか、どのように文章を
読ませるかといった内容や方法の問題は、専
門教育を見据えた初年次教育の在り方を考え
るうえで共有される検討課題である。
２）言語技術の習得を主軸にした初年次教育
（１）カリキュラム上での初年次教育の位置付け
　本稿の執筆者のうちの３名は、Y総合大学
の教養系学科（以下「教養系学科」と記す）
および同大学の文学系学科（以下「文学系学
科」と記す）に在籍する教員１名ずつの協力
を得てヒアリングを行った。
　本項では、まず教養系学科の教員を対象と
したヒアリング結果を報告する。“実学”系
でない学科の教員にヒアリングの協力を要請
した理由は、教養系学科カリキュラムに設置
されている基礎的スキル養成科目が、学内の
意見交換会において指摘された論理的思考、
論理的言語能力の涵養を強く意識した内容と
なっており、基礎的国語力（書く力、読む
力）の育成を主眼とした科目が多数設置され
ているためである。
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表の場として、後期には学外研修でのスピー
チコンテストが用意されている。この行事に
は１年次から３年次までの学生全員が参加
し、それぞれのレベルに合わせた課題に沿っ
てスピーチに取り組むこととなっている。
　以上のように、日本語表現関連の２科目で
は、論理的かつ明確に言語で伝える技術の習
得が目指されていると言える（「文章表現基
礎」と「日本語話し方基礎」を含めた初年次
教育科目の実施状況については表３参照）。
　教養系学科では、論理的な言語技術の習得
を通して学科における学修の概要を理解させ
る科目を設置しているほか、学科の特性の理
解に資する教材を用いつつ論理的な言語技術
が習得できる科目も用意している。すなわ
ち、大学での学修のモチベーションを高める
ため、学科の特性を踏まえた教材が初年次教
育科目において用いられているのであり、大
学での学修の基本スキルとして論理的な言語
技術が重視されているのである。
　また、教授法について、ヒアリング協力者
によれば、スキルとしての論理的言語技術を
身に付けさせるためには文章や表現の型を身
に付けさせることが肝要であり、演習を繰り
返すことを通して習得させているとのことで
あった。このことに関して、ヒアリング協力
者は「昨今の学生は、何ごとによらず型に
沿って処理し、型さえ整っていれば事足れり
とする傾向にあることが否めないが、それを
防ぐには、型を教える際にバリエーションを
つけるところまで示す必要がある」と述べて
いた。
（２）スキルを教授する要件
　論理的言語技術を習得させるためには、型
用の日本語話し方」「日本語プレゼンテー
ション」「日本語ナレーション」「日本語話
し方上級」「論理的な日本語表現法」などで
ある。
　これらのうち必修科目は、「文章表現基
礎」「日本語話し方基礎」の二つであり、開
講年次はともに1年次である。シラバスを見る
と、前者の目標は、文章表現技術等について
の理論的把握、考えや主張を正確に伝達でき
る文章力の習得、問題意識を持ち熟考するこ
との習慣化などとなっている。後者の目標
は、講義と演習活動を通しての基礎的な話す
力の養成などとなっている。これらの諸目標
からは、「入門ゼミⅠ・Ⅱ」が国語力を中心
とした基礎的スキル養成を行う役割が期待さ
れていると理解できる。
　「文章表現基礎」の具体的内容は、日本語
の特性の理解や文章の種類など概論的なこと
から始まり、文章の型、文章要約、接続法の
理解、事実の意見の区別など、論理的な言語
スキルの涵養へと展開している。授業回数は
15回であったり、日本語表現技術に詳しい教
員が担当したりするなど、本学「入門ゼミ
ナール」とは担当教員の専攻領域や回数の点
において異なるけれども、学修内容では本学
のそれと重なるところが多い。教材としては
報道資料等が採用されており、この科目も学
科の特性を踏まえたものとなっている。ま
た、学力や学習到達度を学生自身に自覚させ
るため、「国語力検定」（Z会国語力研究所）
の受検が必修化されている。
　また、「日本語話し方基礎」は、論理的話
し方、配慮ある話し方等の技術の涵養が主眼
になっている。この科目で身につけた力の発
科目名
入門ゼミⅠ
入門ゼミⅡ
文章表現基礎
日本語話し方基礎
単位数
１
１
１
１
担当教員の専門領域
特になし
特になし
日本文学
コミュニケーション技術
開講期間
１年前期
１年後期
１年前期
１年後期
必修・選択
必修
必修
必修
必修
表３　Y総合大学教養系学科における初年次教育科目
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の文章を担当教員が各自で選択して用いてい
る。特に、論理を追うことで内容が把握でき
るものが教材の文章として選ばれており、論
理的に読み、考え、書いてまとめる力が養え
るよう配慮されているとのことであった。
　教授法については、以下の２点が本研究に
とって示唆的である。
　一つ目は、ノート・テイキング・文章要約
はともに、相手が述べていることを正確に把
握する技術を身に付けさせるためのステップ
という点では通底するという認識のもとで授
業を行っているという点である。話し言葉か
書き言葉かの違いはあるが、言語表現内容の
要点を押さえるという点においては、ノー
ト・テイキングも文章要約も同じである。現
在市販されている初年次教育のテキスト類に
は、この点を明確に意識して編集されている
書籍は必ずしも多くない。
　二つ目は、文章要約の指導では、序論（問
題提起）、本論（展開）、結論（まとめ）の
三部構成に慣れさせるため、型を重視した演
習を繰り返すことと同時に、表面的な手順の
習得に留まらないよう、文章の長さや論理展
開の複雑さなどの違いによって、易しいもの
からより高度なものへと段階的に取り組ませ
ている点である。前述したように、スキルの
習得には型を意識した反復が不可欠であるけ
れども、型に内在する意味を理解することが
できなければ、必要に応じて応用することは
できない。表面的な型や手順の理解のレベル
に留まらないような配慮が必要であること
が、このヒアリングからも確認することがで
きた。
Ⅳ　結論
　いわゆる実学系の大学においては、専門科
目や実習等における専門職養成を見据えてス
タディ・スキルズ育成科目の内容を構想する
ことが必要であることが、学内外の教職員を
を踏まえて反復的に演習させるだけでなく、
応用の仕方を理解させることも肝要であると
いう指摘については、文学系学科に勤務する
ヒアリング協力者も指摘していたので、本項
ではその結果を報告する。
　文学系学科には初年次教育科目として「基
礎ゼミ」が設置されている。Y総合大学の
ホームページで公開されているシラバスをま
とめると、授業概要は大学での基礎的スキル
の習得であり、テーマや授業到達目標は以下
のように整理される。
　①　ノート・テイキングや文章表現など、
　　大学教育を受ける上で必要な基礎的スキ
　　ルを実践を通して習得する。
　②　①を踏まえて、自立した学習活動がで
　　きるようにする。
　以上の２点から推察すると「基礎ゼミ」は
本学「入門ゼミナールⅠ」に近い科目である
けれども、文学系学科においてはとりわけ読
み・書きの言語技術の習得が専門科目の学修
に直結している点において、本学のそれとは
自ずから位置付けられ方が異なっていること
が予想される。
　「基礎ゼミ」は、全員必修の1年前期開講科
目で、日本語・日本文学を専門とする複数の
教員が担当している。１クラスは10人前後で
授業回数は15回である。教授内容の主なもの
は、ノート・テイキング、文章要約、図書館
利用法を含めた情報収集、レポートの書き方
の実践等であり、これらは本学「入門ゼミ
ナール」と共通している。しかしながら、
「基礎ゼミ」においては“話す力”の養成に
も力を入れており、ブックトークや３分ス
ピーチなどのプログラムも含まれている。ま
た、語彙力養成を目的とした小テストを頻繁
に行っている（なお、文学系学科でも、学外
研修行事としてスピーチの実践活動を行って
いる）。
　教材については、日本語日本文学や文化な
ど、当該学科の学生が興味を持ちやすい題材
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注
１）ファシリテーション・グラフィック法とは、
話し合われている内容を模造紙などの大きな紙
に文字、記号、図などを使って視覚的に記録し
ていく協同的な言語活動であり、ファシリテー
ションの手法の一つである。参加者による意見
の表出が活性化するだけでなく、グラフィック
がもつレコーディング機能によって思考が可視
化されることで、論議に深まりが生じる効果も
ある。
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紀要．2010；9：63-72．
許光俊．これからを生き抜くために大学時代にす
べきこと．東京：ポプラ社；2010．
野内良三．日本語作文術．東京：中央公論新社；
2010．
学習技術研究会．知へのステップ―大学生からの
スタディ・スキルズ―（第3版）．東京：くろし
お出版；2011． 
真殿仁美．学士課程教育における初年次教育の役
割を再考―問われる学士学位の国際的通用性
―．九州看護福祉大学紀要．2012；12（1）：
91-102．
対象としたヒアリングを通して明らかとなっ
た。具体的には、言語技術を中心としてスキ
ルを構想することが必要であり、教材の選定
においては、学生が対人援助職としての専門
性を意識できるような内容のものが望まし
い。また、教授法としては、“型”の教授を
通してスキルの育成を図ることが必要である
けれども、その際は“型”を形式としてだけ
でなく趣旨も理解できるように配慮して教授
することが肝要である。
　今後は、「専門職養成を見据え」たスキル
は何かについて、本学の学生や教職員のニー
ズに基づく形で明らかにする必要がある。な
お、今回のヒアリングで聴取された、一度習
得したスキルを発展的に反復練習したり、活
用したりする初年次教育科目を複数用意する
ことや、学生が専攻する領域の教員が担当す
ることなどは、いずれ検討する必要がある課
題として残された。
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